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研究要旨 

2020 年から 2021 年の徳島県内の脳卒中診療体制を調査した。約半数の施設で COVID-19 による診療

への影響がみられ、影響の少ない施設において、脳卒中診療症例の増加が見られる傾向であった。 

 

Ａ．研究目的 

脳卒中急性期医療を担う医療機関において、新

型コロナウイルス感染症拡散等に伴う脳卒中診療

体制の変革を調査し、今後の急性期脳卒中医療の

充実に資する指針を検討し、その安全性、有効性、

効率性等の検証を行う。 

Ｂ．研究方法 

2019年1月1日から2021年12月31日までの間、徳

島県内で脳卒中急性期の治療を受けた患者を対象

として、診療で得られたデータを収集・解析すること

により脳卒中センター認定および環境の変革に伴う

診療体制および施設間連携体制を評価する。とくに

調査期間内に拡大した新型コロナウイルス感染症に

伴う脳卒中診療体制の変革を調査し、今後の急性

期脳卒中医療の充実に資する指針を検討し、その

安全性、有効性、効率性等の検証を行う。 

データの解析および研究成果の発表・公表にお

いては、個人を特定できる形としないことで倫理面

への配慮を行う。 

Ｃ．研究結果 

2021 年度は、三次救急病院の徳島赤十字病院

を含む３病院のデータが集積されておらず、徳島県

全体のデータの推移を評価するのは困難であっ

た。県内の機械的血栓回収療法施行例は 2020 年

が 108 例で、2021 年が 62例であった。大学病院

での治療件数は増加していたが、その他全ての病

院おいて治療件数が減少していた。県内の t-PA

投与例は 2020 年が 120例、2021 年が 61例であ

った。ほぼ全ての病院で減少していた。県内のくも

膜下出血症例は 2020 年が 147 例で、2021 年が

83 例であった。大学病院では症例数が増加し、大

学病院以外で減少していた。県内の頭蓋内出血症

例は 2020 年が 399例で、2021 年が 288 例であっ

た。全ての病院で、ほぼ横ばいであった。県内の脳

梗塞症例は、2020 年が 1381例で、2021 年が 739

例であった。COVID-19 の診療態勢への影響につ

いては、1/3の施設において、予定手術や緊急手

術に軽度の影響がみられたが、その他の施設では

ほぼ通常通りであった。また、一般診療および脳卒

中救急入院は、年間を通して 1/3から 1/2 の施設

において軽度から中等度の影響がみられた。クラス

ターの発生した施設では全ての診療体制に重度の

影響がみられた。 

Ｄ. 考察 

データの不足により 2021 年度の総合評価は困

難であったが、COVID-19 による診療体制への影

響に関しては、重症例のみを扱う大学病院を除き、

全ての病院で軽度から中等度の影響を受けてい

た。特に一般外来と脳卒中救急入院への影響が大

きかった。クラスターが発生すると全ての診療体制

に重度の影響がみられた。機械的血栓回収療法施

行例やくも膜下出血症例が大学病院以外の施設で

減少し、大学病院で増加していることより、侵襲的治

療が必要な症例に関しては、COVID-19 による診

療体制への影響が少なかった大学病院へ集積した

と推測された。今後もこのような傾向が続くとすれ

ば、施設間の連携を強化し、COVID-19 による診療

体制への影響が少ない施設が、影響の多い施設を

補助するような救急診療体制の構築が望まれる。 

Ｅ．結論 

徳島県内では 2020 年に続き 2021 年も約半数の

施設で COVID-19 による影響がみられた。今後施

設間の連携を強化し、COVID-19 による診療体制

への影響が少ない施設が、影響の多い施設を補助

するような救急診療体制の構築が望まれる。 
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